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達成度

自己
評価

外部
アンケー
ト等

総合

○探究活動にやりがいや達成感を得られるよう、
フィールドワークや学習成果発表会を実施する。
○地域や社会の外部人材等の協力を仰ぎ、講演会を実
施する。

B A A

○清掃活動や美化活動を積極的に行う。
○ゴミの減量化に取り組み、SDGｓの活動を広げる。
○アンケートの結果を活用し、改善を行う。 A B B

○授業改善のための研修会・教科会議を実施する。
○授業アンケートの結果を活用し、授業改善を行う。

A A A

○授業改善のための研修会・教科会議を実施する。
○授業アンケートの結果を活用し、授業改善を行う。 A B A

3 生徒は確かな学力を身に付けていますか。
○授業改善のための研修会を実施する。
○授業アンケートの結果を活用し、授業改善を行う。

A A A

○定期的に開かれる校務委員会や学年会議などで情報
交換を行う。
○気になる生徒についての情報交換を適宜行う。 A ー A

・基本的なことができない学生も多く
なっている。高校では先を見通した行動
をとることを教えていただきたい。

○新入生歓迎会で部活動の取り組みを発表する。
○校内に部活動紹介ポスターを掲示する。 C B C ・問題行動では規範意識との関連など、

原因の分析を行っていく。

○各学期に学校生活アンケート調査を実施する。
○年に２回いじめ防止アンケートを行い、必要に応じ
て面談をする。
○生徒会中心にあいさつ運動やいじめ防止を呼びかけ
るポスターを作成する。

C C C

○二者面談、三者面談を通して生徒理解を深め、個々
の生徒に対応する。 A C B

○家庭と連携をとりながら、生徒の怠惰による遅刻を
なくす。
○回数に応じた段階的指導を行い、生徒自身に自覚が
芽生えるように指導する。

C ー C

○該当の生徒と面談をし、適切なアドバイスをする。
○保護者との連絡を密にして協力関係を築き、指導に
当たる。

C ー C

7 計画的な指導を行っていますか。
○進路講演会（キャリアセミナー）を実施する。
○生徒の希望に応じた企業・学校説明会、進路ガイダ
ンスを実施する。 A ー A

8 生徒は自らの進路について真剣に考え、その
実現に向けて取り組んでいますか。

○進路希望調査の結果をもとに、面談等で利用できる
資料等を作成し、担任に提供する。
○新規指定校・就職先開拓を行う。
○進路室を整備し、生徒・保護者が利用しやすい環境
を作る。

B B B

○ＳＤＧｓ井上浦造みらい塾の活動を中心に、地域支
援等に関わるポスターやフライヤーを掲示・配布す
る。
○学校Webページを適宜更新するとともに、周知を図
る。

C C C

○ロータリークラブ会員による進路活動に向けた模擬
面接や講演会を実施する。
○総合的な探究の時間を中心に、様々な立場の社会人
による講演や授業を行う。

A ー A

Ⅵ
教育デジタル化
に努めています
か。

10 ＩＣＴを活用した指導を行っていますか。
○教職員が互いにＩＣＴを活用した授業を見せ合い、
授業力向上を図る。 A A A

11 ＩＣＴを活用した業務改善を行っています
か。

○職員掲示板（kinako)や共有フォルダ、クラスルーム
を活用し資料の共有を図る。 A ー A

9

⑰ＩＣＴを活用した授業に、満足している生
徒が７０％以上である。

⑱ＩＣＴの活用によって情報共有等の業務改
善が行われたと感じている職員が７０％以上
である。

⑬「自己の生き方」と「将来の職業」との関
連を幅広く考えさせる活動を、外部講師等を
活用して各学期に1回以上実施する。

・特になし・ＩＣＴを活用した授業に、満足していると答えた生徒は９０．９％であった。現
在どの授業でもICT機器を利用している。職員同士の授業参観も行い、今後も効果的
な利用方法を検討していきたい。

・ＩＣＴの活用によって情報共有等の業務改善が行われたと感じていると答えた職
員は８９．３％であった。今後も情報の扱いには留意しつつ、ペーパーレス化や情
報共有を進めていきたい。

・ＳＤＧｓ井上浦造みらい塾の活動を中心に、地域支援等に関わるポスター
やフライヤーを掲示・配布する。
・「学校の教育活動の様子がよく分かる」と考えている保護者は６６％で
あった。学校Webページについては情報更新の頻度が少なかった。活動内容
を伝える情報を増やしていきたい。また、学校Webページ以外の方法で情報
を伝える方法を検討したい。

・進路について、ロータリークラブ会員による面接指導をして頂いた。ま
た、総合的な探究の時間では、様々な分野の外部講師が講演会を行い、生徒
の課題意識向上に役立った。今後も外部講師と連携をとって進めたい。

・家庭や地域との連携事業の必要
性。
学校から地域への働きかけがあって
よい。文化祭や音楽会で接点を持つ
など大人や地域とのコミュニケー
ションや連携が必要。

・学校からの情報発信は必要と思
う。最近は保護者とこどもの関係が
薄くなっている。

・進学や就職後に退学や退職をした
生徒の状況を把握していく。

・選択科目を多く設定している教育課程に満足していると答えた生徒は９１．９％
となっている。また、選択科目群の構成についても調整を行うようにしている。選
択科目については説明会を行って選択の方法や教科担当者から内容の周知を行って
いる。多様な進路に対応していく必要がある。

・「SDGsみらい探究」の活動について８０．５％の生徒が満足していると答えた。
学年ごとにフィールドワークを行い、学習成果発表会により活動の振り返りを行っ
ている。また、様々な視点から考え方を広げていくために外部講師の協力を得て講
演会を行っている。学習成果を実感できる取り組みを進めていきたい。

・校内の各教室にエアコンが整備され、環境が整ってきている。生徒の満足度は７
５．６％であった。（昨年64.3％）個人が持ってきたゴミについては持ち帰る活動
を継続している。

・授業によって新たな知識・技能が身についたり、思考が深まったと生徒の
９４．７％が感じている。また、職員研修や授業参観を行い、学習指導要領
の周知と生徒の主体性の育成を目的とした授業改善を図っている。

・授業中、説明する機会や自分の考えを発表する機会があると感じている生
徒は８８．５％である。今後も授業改善を進め、主体的な生徒の活動を引き
出す工夫を進めていきたい。

・意欲的に授業に取り組んでいると答えた生徒の割合は９１．２％であっ
た。保護者・職員の評価は約８割(79.1-82.1%)のため、生徒と保護者・職
員の評価には、やや差がある。

・校務委員会や学年会議を定期的に行い、生徒に関する情報共有を行うこと
ができた。今後も情報の交換は適宜行っていく予定である。

・学校生活で部活動・生徒会活動等に積極的に取り組んでいると答えた生徒
は７４．３％であった。（昨年66.6%）ここ数年部活動加入率の伸び悩みが
あったが、生徒会活動や「井上浦造みらい塾」の活動に関心を持って取り組
む生徒が増えている。部活動等の活動内容を伝えることは継続して行ってい
く。

・学校がいじめの防止や解決に向けての活動に取り組んでいると感じている
と答えた生徒は７１．７％であった。今後、より一層取り組みを強化し悩み
相談やいじめの防止に取り組んでいきたい。

・「悩み相談を親身になって対応してくれている」と感じていると答えた生
徒は７９．２％であった。数値は増加しているが(昨年77.9%)、今後も面談
等で生徒と向き合う時間を確保し、生徒理解を深めていく。

・２学期終了時までの１日平均遅刻率は１．５％で昨年と変化はない。ま
た、欠席についても１ケ月あたり3日に達した生徒はどの月も１％を越えて
いる。学校でも指導を進めているが、保護者との協力が不可欠であるため、
今後も保護者との連絡を密にとって対応していきたい。

・２学期終了時点までにキャリアセミナー、進路ミニガイダンスを実施し
た。生徒の進路希望等も考慮に入れて進路行事を企画した。今後も「自己の
生き方」と「将来の職業」、社会の状況等を関連させて進めたい。

・進路実現に向けて積極的に取り組んでいると答えた生徒は８７．６％で
あった。総合的な探究の時間とも合わせて、引き続き進路を考える機会を確
保していきたい。新規指定校や就職先開拓は継続して行っていく。

学校関係者評価

・高校は専門性を高める場と考えていたが、
様々な視点から見ている。中でも学力を上げ
ていくのは大切だと考える。新たな知識・技
能が身についたり、思考が深まったと感じて
いる生徒の割合が高いのは良い。学習に意欲
的であれば非行を抑えることにつながる。

・学習によって、まだ自主性を育てるまでは
到達していない。ｱﾝｹｰﾄの内容について、生
徒と教員とでは意識の差がある。授業での指
導を強めると学生に与える印象が良くないが
学生の考え方も変化してきている。

・大間々高校は「働く」準備が必要な生
徒が多い。チームワークや協調性、基礎
学力や問題解決の方法等の指導が必要。
ボランティア活動も必要で、大間々高校
における３年間で身につけられる感性は
何か、ここでなければ得られないものは
何か考える必要がある。

・資格取得については合格するための対
策を工夫するのがよい。

・スクールポリシーとの関連性をより明
確にしていく。

特色ある教育活動を行っていますか。

⑯地域の人や社会人を講師とした講演会など
を年３回以上実施する。

⑨いじめの防止や解決に向けての活動に取り
組んでいると感じている生徒が９９％以上で
ある。

家庭、地域社会に積極的に情報発信をしてい
ますか。

③充実した学校生活や教育活動のために環境
整備や美化活動等が行われていると感じてい
る生徒が７０％以上である。

⑮「学校の教育活動の様子がよく分かる」と
考えている保護者が８０％以上である。

⑦各種会議等において、生徒に関する情報交
換を週１回以上実施している。

⑪１日の平均遅刻者が１％以下である。

⑭進路実現に向けて積極的に取り組んでいる
生徒が８０％以上である。

点検・評価　

方　　　　　　　　　　策

④授業によって新たな知識・技能が身につい
たり、思考が深まったと感じている生徒が８
０％以上である。

達成状況のまとめ及び次年度の課題

Ⅳ

開かれた学校づ
くりに努めてい
ますか。

Ⅲ

Ⅱ 生徒の意欲的な
学習活動につい
て適切な指導を
していますか。

Ⅴ

生徒の主体的な
進路選択につい
て適切な指導を
していますか。

生徒の充実した
学校生活につい
て適切な指導を
していますか。

羅　　　　　針　　　　　盤

1

評　価　項　目

Ⅰ 特色ある学校づ
くりに努めてい
ますか。

評　価　対　象 具体的数値項目

②「ＳＤＧｓみらい探究」の活動に満足して
いる生徒が７０％以上である。

2 生徒の実態に応じた指導を行っていますか。

　
5 学校はいじめの防止や早期発見に向けた取組

を積極的に行っていますか。

⑫欠席が１ケ月あたり3日に達した生徒が１％
以下である。

生徒は健康で、規則正しい学校生活を送って
いますか。

　
6

⑩「悩み相談を親身になって対応してくれて
いる」と感じている生徒が８０％以上であ
る。

⑥意欲的に授業に取り組んでいる生徒が７
０％以上である。

⑤授業中、説明する機会や自分の考えを発表
する機会があると感じている生徒が８０％以
上である。

⑧学校生活で部活動・生徒会活動等に積極的
に取り組んでいる生徒が７０％以上である。

組織的・継続的な指導を行っていますか。4

A A A

○選択科目希望調査を実施し、開講選択科目群や時間
割を調整するとともに施設整備を行う。
○選択科目説明会を実施し、実施科目内容の周知を図
る。

①選択科目を多く設定している教育課程に満
足している生徒が８０％以上である。


